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運転を始める前に、次の事柄を確認して下さい。

●潤滑油の確認

規定量の潤滑油が充填されているかどうか、確認してください。

オイルバス潤滑の形式：油面計の中央に油面があること。（JA・JTA・JB・JTB形）

もし潤滑油が少なければ、現在使用しているものと同一の推奨潤滑油を追加して下さい。

●グリースの確認

スクリュシャフト部に、グリースが塗布されているかどうか、確認して下さい。

●空気抜きの確認

製品は、輸送中に注油栓から潤滑油がもれないように、プラグを締めて出荷してお

ります。据付姿勢や運転時姿勢を確認の上、運転開始前に、付属の空気抜きプラグ

と取り替えてください。この作業を怠ると製品の潤滑油がもれます。また、空気抜

きプラグより潤滑油が漏れる場合は、適切な配管を施し、空気抜きプラグ位置を上

げて下さい。

●なじみ運転

ウォーム歯車は、なじみ運転をすることにより、所定の性能を発揮します。

その為に運転開始に当たって、2～4時間、定格負荷の1/3～1/2の負荷でなじみ運転を行って下さい。

●ストロークの注意

製品は、使用ストロークに対して上下共に、5～20mmのオーバーラン時の余裕があります。ストロークがそれ以上オー

バした時は、スクリュシャフトに取り付けてあるストッパーが、ケースストッパーに当たり、それ以上スクリュシャフト

が移動しないように成っています。ただし、この場合動力が常に回ろうとする力が働いていると、製品が破損する恐れが

ありますので、速やかに電源を切って下さい。

なお、その時スクリュシャフトがロック状態に成る場合がありますので、その時は出力軸カバーを外す必要があります。

また、安全装置（トルクリミッター等）の装着をおすすめいたします。但しストッパーは製品の許容荷重以上の力が加わ

ると破損する恐れがあります。
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取扱い上のご注意

運転について

●ジャバラ付

標準装置用のジャバラの材質はナイロンターポリン製です。周囲環境が悪い場合、又は屋外使用や粉塵、切り粉等が付着

する恐れのある場合は必ずジャバラを使用して下さい。

●回り止めキー付（JAの場合）

製品単体でスクリュシャフトが上下出来る機構で、出力軸カバーにキーが固定されてあり、スクリュシャフトにはキー溝

が加工されています。そのキーに沿ってスクリュシャフトが上下出来る構造です。

なお、長時間使用するとキーまたはキー溝が摩耗してスクリュシャフトの回転方向にガタが生じ、昇降がスムーズに行な

えなくなる事がありますので、その時は部品の交換が必要になります。

●モータ付

製品に、フランジ型モータをカップリングにより直結したタイプで、減速部がオイルバス方式を採用することにより高速

運転が可能となっています。（添付のモータメーカの取扱説明書を確認して下さい。）

●ベベルギアボックス付

製品にベベルギアボックスを直結したタイプで、標準の入力軸方向に対して直角に入力軸が配置でき、多連結する際に便

利に活用できます。

ベベル側入力軸にオーバーハングロードを加えないで下さい。

アクセサリの取扱いについて

エアーブリーザ�



●据付け台

据付け台は、剛性のあるもので、機械加工を施した充分な平面を確保したものを使用してください。そうでなければ振動、

騒音が発生しジャッキの損傷の原因となります。

また、モータ、減速機等の取り付けには、適正な心出しを正確に行ってください。

●取付けボルト

ジャッキの取付けボルトは、取付けボルト自体に荷重がかかる場合にはボルト強度区分10.9以上をご使用ください。

据付けについて

●潤滑油の交換

オイルバス潤滑の形式のときは初めての運転開始後、50時間で第1回目の交換を行なってください。以後は6ヶ月に一度

の間隔で交換してください。特に第1回目の交換は、なじみ運転の初期摩耗粉を除去する上で必ず行ってください。

グリース潤滑の形式のときはグリースニップルよりグリースを入れて下さい。余分なグリースの排出はスクリューカバー

後端の樹脂キャップにより行って下さい。

●スクリュシャフト部グリースの交換

スクリュシャフト部はグリース潤滑方式を採用しています。初期は早いめ（約1週間程度）に新しいグリースと交換を行

なってください。その際古いグリースをきれいに拭き取り、新しいグリースを塗布してください。また、長時間使用しな

い時（約半年以上）も、グリースを交換することをお勧めします。

なお、運転頻度が多い場合は、スクリュウシャフト部のグリース交換間隔等の相談をして下さい。

●めねじの摩耗の点検

めねじの摩耗量を確かめてください。

めねじの交換の目安は、荷重負荷率や頻度によって異なります。安定した御使用の場合、最大限スクリュのバックラッシ

がねじピッチの1/4程度になれば新しい部品と交換してください。

●ウォーム歯車部の点検

ウォーム歯車の歯は、異常摩耗または傷がついていないことを確かめてください。

ウォーム歯車の交換の目安は、運転初期の入力軸回転遊びに対して、5倍になれば新しい部品又は製品と交換して下さい。

保守点検について
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